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業績予想の修正に関するお知らせ 

 
最近の業績の動向等を踏まえ、平成１９年５月１４日の決算発表時に公表した平成２０年３月期（平成
１９年４月１日～平成２０年３月３１日）の中間期業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知ら
せいたします。 
 

記 
 
 
１．平成２０年３月期中間連結業績予想数値の修正（平成 19 年 4 月 1 日～平成 19 年 9 月 30 日） 
 

 売 上 高 営業利益 経常利益 中間純利益 
１株当たり
中間純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

９１，５００ 
百万円 

２，０００ 
百万円 

２，４００ 
百万円 

１，５００ 
円  銭 
８．９７ 

今回修正予想（Ｂ） ８９，６００ ２，０００ ２，７００ １，８００ １０．７７ 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △１，９００ － ３００ ３００ １．８０ 

増 減 率 （ ％ ） △２．１ － １２．５ ２０．０ － 

（ご参考） 
前 期 実 績 
（平成 19 年 3 月期中間期）

８０，６２７ ３，１７３ ３，６３７ ２，２８６ １３．７３ 

 
 
２．平成２０年３月期中間個別業績予想数値の修正（平成 19 年 4 月 1 日～平成 19 年 9 月 30 日） 
 

 売 上 高 営業利益 経常利益 中間純利益 
１株当たり
中間純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

８４，５００ 
百万円 

１，５００ 
百万円 

１，４００ 
百万円 
７００ 

円  銭 
４．１８ 

今回修正予想（Ｂ） ８４，１００ １，５００ １，７００ １，０００ ５．９８ 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △４００ － ３００ ３００ １．８０ 

増 減 率 （ ％ ） △０．５ － ２１．４ ４２．９ － 

（ご参考） 
前 期 実 績 
（平成 19 年 3 月期中間期）

７５，１２６ ２，６８９ ２，６８３ １，５３７ ９．２０ 

 
 
 



３．修正の理由 

当中間期は、原料である大豆及び菜種の国際相場が予想を超える高騰を続け、加えて、海上運賃の高騰も発生してお

り、大幅な原料コスト上昇となっております。これに対して、油脂などの製品価格の適正化を懸命に推進しております

が、採算悪化を回避できる水準には至っておりません。 

原料コスト上昇による収益悪化影響に対して、第二期中期経営計画のコストダウン施策及び経費削減策ほかの収益改

善策を強力に推進した結果、営業利益は当初予想を確保する見通しであります。 

経常利益は、受取配当金が増加した事により、当初予想を上回る見通しとなりました。 

中間純利益は、上述の経常利益の良化に加え、特別利益の発生（契約解除補償金ほか）、固定資産除却損等の特別損

失が期首予想を下回った事、以上の様々な要因が生じた事により、当初予想を上回る見通しとなり、平成２０年３月期

の中間期の業績予想を上記のように修正をいたしました。 

 

※上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報にもとづき作成したものであり、実際の業績は今後様々な要因によって

予想値と異なる場合があります。 

以 上 


